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昭和51年 3月名古屋大学農学部林産学科卒業。昭和53年 3月 同大学大学院農学研

究科博士課程 (前期課程)修了。・同年 6月静岡大学農学部助手に採用されるも平成 7

年 4月 より同大学農学部助教授,現在に至る。平成 7年 11月 より10ヶ 月間,文部省在

外研究員としてカナダ,ブリティッシュコロンビア大学林学部林産学科にて本質ボ
ードの製造技術に関する研究に従事。平成 2年 3月「パーティクルボードの機械的性

質および耐久性能に関する研究Jで東京大学より農学博士の学位を授与される。

‐ ‐ _    骰 魔 聰 曹 量         ‐

本質ボードに関連する社会的な課題は,「原料」と「耐久性」であると言われてい

る。優良大径本の使用が次第に困難になり,小径材や低質材匿加えてリサイクル材の

利用が急務 となっていることが「原料」に関わる問題である。一方,大気中の二酸化炭素に由来する炭素を,
燃焼や腐朽により再放出させることなく貯蔵するには,いかに長持ちさせるかが肝要である。特に,耐水性が

不安視される熱圧成形したボード類では,「耐久性」評価が本質資源の有効利用と相まって重要視されている。

伊 魔 薇 憮 警

菫。 朦料の構効lll用 はMする蘇究                     ~‐  ‐     ‐

大径本から小径材,優良材から低質材,.さ らに未利用材や リサイクル材の利用が本質資源をとりまく大きな

流れである。そこで,国産材の利用を目的として,ス ギ小径材のや未利用部の枝条材
11)の
利用適性を評価した。

バークの混入に起因する強度変化の予測
5),建築解体材の品質と性能の評価,実用上問題の無いことを明らか

にした1)。 これによリリサイクル材のパーティクルボード原料への利用の道を開いた。古紙 と本材チップの複

合化, リサイクルの究極的な形態である木粉の原料適性を製造因子との関連を究明した6)。

2.環境国子の影響にmず儀磯究
本質ボード類の耐久性に影響を及ぼす因子 として,水分,熱,応力などが挙げられる。水分の吸脱湿に伴う

ボードの膨張収縮は気候変化とともに連続的に作用し,大 きな内部応力 となってボー ドの結合点にダメージ

を与えると解釈されている。耐久性能評価の手段 として疲労試験を行い,レ ジンタイプ
1),含水率勁,促進処理

との組み合わせつの影響を評価した。また,局部圧縮試験的や応力形態の影響を検討し,疲労とクリープとが

連続的な挙動であることを明らかにした
1の
。

耐久性能への影響因子として,温度とレジンの種類の関連を評価した
1の
。また,長期間にわたる水分の影響 9)

を実験的に検証し,水分と時間の換算則が成 り立つことを突き止めた釣。一連の研究成果に基づいて,マ ット

成形タイプの本質ボード類に共通する劣化モデルを提案したつ。接着点が与えられた周囲の環境に依存して時

間とともに減少するものの,一定の強度に収束しそれ以上の強度劣化は生じないとするものである。
S。 製造園子の影響

ボードの材質は原料,環境因子が独立に影響を及ぼすものではなく相互に関連し,さ らに製造因子に強く依

存すると6,9,11,1場。本質ボードの物性向上には,本材の有する繊維方向の特徴の発揮が重要な視点であり,小片
形状の影響を検討したれQ・ 11ヽ パーティクルと木材繊維の複合によりそれぞれの持つ特徴が弓|き 出されること
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を明らかにした。木材小片の繊維方向を長 くすることは物性の向上に寄与するが,レジンの塗布が困難になる

ことが知られており,こ の問題に関係するス トランド状小片の特徴を,長さの厚さ"配向
6,"の
視点から評価し

た。また,密度9'1の およびレジン添加率 1カ の影響を解明した。
木質ボードの製造因子と物性の関係は,影響因子を網羅した実験的な評価が困難であるため,個別的な条件

の研究成果の積み重ねの中から,共通する特徴を把握するという形態をとっている。一連の研究は,わが国の

工業材料 としての本質資源の状況に立脚して,特に国産針葉樹とリサイクル材を原料 とするボードの利用適

性を評価することを共通の目的として行われている。原料問題 と耐久性能の課題を,ボードの製造因子という

共通の視点からとらえようとしたものである。
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